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概　要

　本研究は，算数科複式授業において深い学びの具現化を図る学習指導過程の開発とその実践を通した児童の姿を明らか
にすることを目的とした。本研究の結果として，以下の２点が確認できた。１点目は，児童が問題から課題把握を行うこ
とができたことである。２点目は，課題解決の段階において，児童が課題についてのまとめを自身の言葉で整理できたこ
とである。以上の２点から，本研究で構想した授業は，深い学びの具現化に一定程度つながったと考えられる。

Ⅰ　問題の所在

　平成29年告示の学習指導要領では，これからの予測困
難な社会の変化を生きる子供たちに「生きる力」を育成す
ることが改めて示された。その上で，生きる力を具体化し，
育成を目指す資質・能力を「知識・技能」，「思考力・判断
力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」の３つの柱
に再整理した。
　子供たちに資質・能力の３つの柱を育成するにあたって
は，「どのように学ぶか」という視点が重視され，授業改
善の視点として「主体的・対話的で深い学び」が示された。
これは，これまでの優れた教育実践にみられる普遍的な視
点とされ，特定の教科における学び方に限定した学び方で
はなく，各教科等において通常行われている学習活動の質
を向上させることを主眼としている。特に，「『アクティブ・
ラーニング』の視点については，深まりを欠くと表面的な
活動に陥ってしまうといった失敗事例も報告されており，

『深い学び』の視点は極めて重要である」（中央教育審議会, 
2016, p. 52）ことが示されており1），学びが深まることが重
要視されている。
　ところで，日本全体では，2008年を頂点とし，2009年
以降，人口減少社会へと転換したことが指摘されていた（総
務省統計局, 2017）2）。この傾向は，今後も続くことが予測
されており，2053年には，人口が１億人を割るとの見通
しもある（国立社会保障・人口問題研究所, 2017, p.２）3）。
特に，少子高齢化が進むことが予測されており，年少人口
は，1980年代初めの2700万人規模から2021年に1400万人
台へと減少し，今後も減少していく見通しが示されている。

　「学校基本調査」は，2021年の公立小学校の学校数につ
いて19028校，公立小学校の数が最も多く確認できた1957
年の学校数について26755校と示している。両者の比較か
ら学校数の大幅な減少が確認できる。このうち，2021年
の公立小学校のへき地等指定学校数は1659校であり，公
立小学校に占める割合は8.7％であった。また，1957年の
へき地等指定学校数は5572校であり，公立小学校に占め
る割合は 20.8％であった。これらのことから，1957 年と
比較し，2021年には，へき地等指定学校数の減少に加え，
その割合の減少も確認できた4）。
　それでは，このままへき地等指定学校数やその占める割
合は減少していくのであろうか。このことに関して，川前
ら（2019, p. 206）は，「これまで学校が小規模校化した場合
には，適正規模が不可欠であるという理由から，学校統廃
合が進められた。小規模校では活動内容に限界があり，ま
た競争も少なく，子供たちは伸びないというのが大きな理
由である。しかし，日本の人口の約４割を占める東京大都
市圏と大阪都市圏を除けば，地方に行くほどすでに町村内
に１小学校と１中学校しかない町村も増えてきており，さ
らに地方では学校統廃合も厳しい状況にある。これ以上学
校統廃合が進められない学校やへき地・小規模校では，今
後も小規模校化が進んでいく」と指摘した5）。
　川前ら（2019）の指摘は，年少人口の減少による学校統廃
合がすでに難しい状況にある地方があることを示している。
また，年少人口の減少は今後も進むため，学校の小規模校
化は避けられない状況にあることを示唆している。実際に，
全国的に，市町村内に１小学校・１中学校の市町村がみら
れ，学校統廃合が難しい状況にある。
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　これまでに，小規模校，特に複式学級における学習指導
については，北海道教育大学へき地・小規模校教育研究セ
ンター（2021）が，複式学級における学習指導の基本的な考
え方や学習指導の類型，学年別指導と学習過程，学習指導
案例などを整理していた 6）。このような，複式学級におけ
る授業のあり方について研究することは，今後，学校の小
規模校化が進むことを考えると，これからも重要であると
考えられる。
　一方で，服部ら（2021，p. 74）は「単式学級における授
業と比較して，複式学級における授業の在り方については，
教材の工夫や教師の指導力の向上が全国的にも喫緊の課題」
であるとした 7）。また，佐 （々2011, p. 237）は，複式学級に
おける学習指導に関して，「非常に特殊な学級編成方式で
あるがゆえに，継続的な実践と研究の成果を蓄積すること
が難しく，複式学級を担任した教師は，よほどのベテラン
でない限り，常に手探りの状態で指導に当たることを余儀
なくされているのが現状である」と指摘した8）。
　さらに，植村ら（2009，p. 71）は，「算数科の複式授業では，
ほとんどの場合，学年別指導で行われているのが実態であ
るが，そこでは，間接指導と直接指導が交互に行われるた
めに，『ずらし』や『わたり』が避けられない。従来から，
その難しさが算数科複式授業の課題」になっていることを
指摘した9）。
　ここでいう「ずらし」とは，「２個学年の学習過程の各
段階をずらして組み合わせること」，「わたり」とは，「教
師が一方の学年から他方の学年へ交互に移動して直接指導
に当たる際，学年の間をわたり歩く教師の動きのこと」（北
海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター, 2022, p. 
22）とされている10）。
　これらは，複式授業についての研究は以前から行われて
はいるものの，現在においても複式授業の改善が課題となっ
ていること，特に，間接指導と直接指導が交互に行われる「ず
らし」と「わたり」のため，効率的な学習活動が難しいこ
とを示唆している。それゆえ，中央教育審議会（2016）が求
めた深い学びを複式授業において具現化していく上で，算
数科の学習指導過程をどのように構想するかという点に課
題があるといえる。

Ⅱ　研究の目的

　本研究は，算数科複式授業において深い学びの具現化を
図る学習指導過程の開発とその実践を通した児童の姿を明
らかにすることを目的とした。

Ⅲ　方法

１．深い学び

　まず，本研究における深い学びについて整理した。文部
科学省（2018a, p. 77）は，深い学びに関わって，「習得・活用・
探究という学びの過程の中で，各教科の特質に応じた『見

方・考え方』を働かせながら，知識を相互に関連付けてよ
り深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問
題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造
したりすることに向かう『深い学び』が実現できているか
という視点」であると示した11）。
　この記述は，大きく２つに整理することができると考え
られる。１つ目は，深い学びが知識を相互に関連付けてよ
り深く理解するものであるという理解に関する内容である。
２つ目は，情報を精査して考えを形成する，問題を見いだ
して解決策を考える，思いや考えを基に創造するという学
び方に関する内容である。
　また，田村（2018, p. 14）は，深い学びに関わって，「『主
体的な学び』『対話的な学び』が『深い学び』に大きく関
与していることが理解できるのではないか。『主体的な学び』
や『対話的な学び』は，それ自体に意味があり価値がある。
それ自体を目指すことが大切である。しかし，それらが，『深
い学び』の実現に向かうような確かな学びになっているか
どうかが極めて重要になってくる」と指摘した12）。つまり，
深い学びとなるために，子供が主体的・対話的に学ぶ必要
性があることを指摘している。
　また，深い学びに関わって「『深い学び』については，
これまで以上に学びのプロセスを意識することが求められ
る」（田村, 2018, p. 23）とし，深い学びとなる上で，学び方
が重要であることを示した13）。さらに，「『深い学び』とは，
子供たちが習得・活用・探究を視野に入れた各教科等固有
の学習過程（プロセス）の中で，それまでに身につけていた
知識や技能を存分に活用・発揮し，その結果，知識や技能
が相互に関連付けられたり組み合わされたりして，構造化
したり身体化したりしていくことと考えることができる」（田
村, 2018, p. 36）とした 14）。これは，深い学びとして，学習
した知識がこれまでの子供たちの学習経験や生活経験と関
連付けられたり，組み合わされたりする必要性を指摘して
いる。
　また，深い学びに関わって，松下（2015, pp. 11-24）は，
深さの系譜について，①深い学習，②深い理解，③深い関
与の３点に整理した15）。①深い学習とは，学習への深いア
プローチを示したと捉えられる。これは，学び方を示した
内容であり，授業における学習指導過程や学習方法の重要
性を示したといえる。②深い理解とは，理解の最も浅いレ
ベルに事実的知識と個別スキル，より深いレベルに転移可
能な概念と複雑なプロセス，最も深いレベルに原理と一般
化があるとし，理解にレベルがあることを示したと捉えら
れる。このことは，深い学びとは，単に知識として学習内
容を捉えることだけでは無く，他に転移したり，応用・発
展したりすることができるように理解することであること
を示唆している。③深い関与とは，学習者が学習に深く関
与していることである。これは，学習者が学習に動機づけ
られているかどうかが重要であることを示したと捉えるこ
とができる。
　文部科学省（2018a），田村（2018），松下（2015）の考えを
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整理すると，深い学びの実現に向けた要素として，以下の
３点が導き出される。
　１点目は，深い学びを実現するには，深い理解が重要で
あることである。深い理解に関わっては，知識を相互に関
連付けてより深く理解していくこと（文部科学省, 2018a, p. 
77），学習した知識がこれまでの子供の学習経験や生活経
験と関連付けられたり，組み合わされたりしていくこと（田
村, 2018, p. 36）や転移可能な概念としていくこと，原理や
一般性を捉えていくこと（松下，2015 , pp. 11-24）が示され
ていた。
　２点目は，深い学びを実現するためには，深い学び方が
重要であることである。深い学び方とは，学習への深いア
プローチ，つまり，概念を既有の知識や経験に関連付けたり，
共通するパターンや根底にある原理を探したりする等の意
味を追求する学習を指す（松下，2015, p. 12）。これは，情
報を精査して考えを形成する，問題を見いだして解決策を
考える，思いや考えを基に創造することが求められたこと（文
部科学省，2018a, p. 77），学びのプロセスを意識すること
が求められたこと（田村，2018, p. 23），深いアプローチの
重要性が示唆されたこと（松下，2015, pp. 11-24）による。
　３点目は，深い学びを実現するには，学習への深い関与
が重要であることである。これは，主体的な学び，対話的
な学びが深い学びに大きく関与しているとの指摘や（田村，
2018, p. 14），深い関与，動機づけが重要であるとの指摘（松
下，2015, pp. 11-24）による。そのため，主体的な学びであ
ることが，深い学びに必要な要素であるといえる。
　本研究では，上記の３点を深い学びの要素として捉える
こととした。

２．対象の児童・教科・実施日

　本研究で対象とした児童は，北海道Ａ町立Ｂ小学校の複
式学級，第５学年の児童３名，第６学年の児童４名の計７
名であった。
　対象の教科は算数科である。これは，算数科の複式授
業に課題が認められていたためである（植村ら , 2009，p. 
71）。なお，対象の単元は，第５学年は「分数のたし算と
ひき算」，第６学年は「並べ方と組み合わせ方」であった。
また，本研究の実施日は，2021年９月15日であった。

３．本時の学習における深い理解

　深い学びの実現に向けた３要素の１つ目に深い理解があ
る。本研究では，授業の到達目標を次のように設定した。
　まず，第５学年の到達目標は，異分母の分数の加減計算
の仕方を単位分数の意味や分数の表現に着目して考え，説
明することができることとした。
　対象児童は，第４学年では，真分数や仮分数，帯分数に
ついて，数を構成する単位に着目し，大きさの等しい分数
を探すことや，それを日常生活に生かすことを考える学習
をしてきた。また，加減計算については，和が１を超える
同分母の分数の加法及び減法について，数を構成する単位

に着目し，計算の仕方を考えることを学習してきた。第５
学年では，「偶数と奇数，倍数と約数」の単元で，本単元
で通分，約分を行う際に用いる考え方である倍数，約数に
ついて学習してきた。また，分数，小数，整数は，全て数
を表していること，単位を基にしてそのいくつ分で表すこ
となど共通することも多いことを学習してきた。
　本研究で学習する異分母の分数の加減計算は，第４学年
の学習内容に，①計算に先立って通分すること，②計算の
結果，約分できる場合は約分すること，の２点が加わるだ
けで，計算を進める手順は同分母の分数の場合と同じであ
る。分数の分母をそろえて分子同士の加法，減法をするこ
とは，単位をそろえてから処理するということである。こ
れは，整数や小数の場合の位をそろえることや小数点をそ
ろえることと同じである。そのため，第５学年の本時の学
習における深い理解としては，第４学年までの既習事項で
ある同分母分数の加減計算の考え方と，第５学年で学習し
た倍数，約数の考え方等の既習の知識を相互に関連付けて，
異分母分数の計算の意味と方法を理解することと捉えた。
表面的な計算の方法のみを身につけるのではなく，その背
景にある考え方，計算方法の意味を理解できることをねら
いとした。
　次に，第６学年の到達目標は，事象の特徴に着目し，組
み合わせについて，落ちや重なりがないように，図や表を
用いて，順序よく筋道立てて考え，調べることができるこ
ととした。
　対象児童は，第５学年までに，表などを用いて分類整理
したり読み取ったりすることを学習してきた。第４学年の

「折れ線グラフと表」の単元では，２つの事柄に関して起
こる場合について資料を分類整理することを考え，２次元
表の表し方を学習した。一方，これまでに樹形図などの図
を用いて分類整理する学習はしていない。そこで，本単元
において前時までの順列の学習の中で，分類整理の方法と
して樹形図などの方法を学習し，その学習を通して，１つ
を固定することで整然と調べられることを学んだ。
　これらを踏まえ，第６学年の本時の学習における深い理
解としては，第５学年までに学習した図や表と，前時まで
に順列の学習で学んだ１つを固定して調べるという既習の
知識を相互に関連付け，組み合わせを２次元表や図に整理
する方法を身につけ，その意味を理解することとして捉え
た。形式的に順列と組み合わせの方法を指導するのではな
く，一見複雑に見えても，特定のものに着目したり，特定
のものを固定させて他を変化させることで整然と調べられ
ることを理解することをねらいとした。

４．本時の学習における深い学び方

　深い学びの実現に向けた３要素の２つ目に深い学び方が
ある。算数科に関しては，算数の問題発見・解決の過程が
示されており（文部科学省, 2018b, p. 8）16），本研究におい
てもこの学習指導過程を用いることとした。このことは，
文部科学省（2018a, p. 77）が示した問題を見いだして解決
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策を考えることや，深いアプローチ（松下，2015, pp. 11-
24）と合致しているといえる。
　本研究では，算数の問題発見・解決の過程を，「課題把握」，

「課題追究」，「課題解決」，「定着・適用・発展」，「振り返り」
の５段階とした。
　特に，「課題解決」の場面では，深いアプローチ（松下，
2015, pp. 11-24）にも示されていた概念を既有の知識や経験
に関連付けることや共通するパターンや根底にある原理を
探す等の活動を取り入れた。具体的には，「課題追究」の
場面で各自が追究した方法を「課題解決」の場面で説明し，
それぞれを比較した。本研究では，話し合う活動を，広げ
る対話と深める対話に整理した。
　これは，中央教育審議会（2016, p. 50）が，対話的な学び
を「子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の
考え方を手掛かりに考えることを通じ，自己の考えを広げ
深める」ことと示していたことによる17）。本研究では，こ
れに基づき，対話の目的を自己の考えを広げる対話と深め
る対話に整理した。
　「課題解決」の場面では，まず，広げる対話として，そ
れぞれの考えを出し合った。これにより，他者の考えに触
れ，考えを広げることを意図した。
　次に，深める対話として，出された考えを比較した。最
初に違いを交流することで，それぞれの考えの違いを明確
にし，これまでの学習経験や生活経験と関連を図り，概念
を既有の知識や経験に関連付けることを意図した。最後に，
共通点を問うことで，共通するパターンや根底にある原理
を探し，まとめにつなげることを意図した。

５．本時の学習における深い関与

　深い学びの実現に向けた３要素の３つ目に学習への深い
関与がある（松下，2015；田村，2018）。
　中央教育審議会（2016, pp. 49-50）は，主体的な学びにつ
いて，「学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形
成の方向性と関連付けながら，見通しを持って粘り強く取
り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる」学習
であると示した18）。
　学習活動に動機づける概念を分類したモデルとして，
Keller（2010）が示したARCSモデルがある 19）。ARCSモデ
ルとは，Keller（2010）が，学習意欲に関する概念を「注意

（Attention）」，「関連性（Relevance）」，「自信（Confidence）」，
「満足感（Satisfaction）」の４つに分類した動機づけに関す
るモデルである。これは，中央教育審議会（2016）が示した
主体的な学びと多くの点で共通している。そのため，本研
究で構想した授業では，このARCSモデルの視点を学習指
導過程に取り入れた。
　具体的には，本研究で用いた算数の問題発見・解決の過
程のうち，「課題把握」，「定着・適用・発展」，「振り返り」
の３つの段階を設定したことである。
　まず，「課題把握」の段階では，問題を焦点化し，課題
を把握できるように意図した。既習事項との違いを明確に

することで，学習に興味をもたせたり，何ができるとよい
のか目的意識を明確にすることで，児童が主体的に学ぶ
ようになると考えた。これは，ARCSモデルのうち「注意

（Attention）」，「関連性（Relevance）」を意図した。
　次に，「定着・適用・発展」の段階では，「課題追究」，「課
題解決」を通してわかった，できたと思った後に，児童が
実際に問題に取り組むようにした。これによって，学習内
容を定着・適用・発展させ，成功体験を積むことによって
児童が学習に自信をもち，学習への動機づけが図られると
考えた。これは，ARCSモデルのうち「自信（Confidence）」
を意図した。
　最後に，「振り返り」の段階では，自己の学習を振り返
ることで，わかったことやできたことを整理し，本時の学
習が自分自身にとってどのような意味をもつ学習であった
のかを明らかにした。これにより，児童が学習に満足感
をもち，学習への動機づけが図られると考えた。これは，
ARCSモデルのうち「満足感（Satisfaction）」を意図した。

６．複式授業における本時の展開

　本研究では，算数の問題発見・解決の過程を「課題把握」，
「課題追究」，「課題解決」，「定着・適用・発展」，「振り返り」
の５段階とした。
　ところが，複式授業であるため，第５学年と第６学年を
同時に「課題把握」から開始しては，必要な場面で必要な
指導ができない。そのため，学習指導過程のずらしと教師
のわたりを取り入れることにより，必要な場面で直接指導
ができるよう工夫した。直接指導とは，「学年別指導にお
いて，一方の学年の児童生徒に教師が直接的に行う指導」
とされている20）。これらを踏まえて構想した本時の展開が，
表１である。
　なお，教師がわたりを行うためには，教師がいない学年
は自分たちで学習を進めることが求められる。そのため，
リーダー学習を取り入れた。リーダー学習は，「学習の児
童生徒を『学習リーダー』として，学習を進める方法」と
されており21），学習の進め方について事前に確認をしておき，
リーダーとなった児童を中心に自分たちだけで学習を進め
る方法である。このように児童だけで学習を進めることは
間接指導と呼ばれている。間接指導とは，「直接指導がで
きない他の学年の児童生徒が．自主的に学習が進められる
よう指示を与えておいて行われる指導」とされている22）。
これらの方法を取り入れることで，本時で構想した「課題
把握」，「課題追究」，「課題解決」，「定着・適用・発展」，「振
り返り」の５段階の学習指導過程を複式授業においても実
施できるように工夫し，深い学びの具現化を意図した。
　
７．記録・分析の方法

　記録の方法としては，授業中の発話を記録した。発話を
対象としたのは，構想した授業を通して，児童が何をどの
ように学んでいたのかを学習中の様子から明らかにするこ
とができると考えたためである。なお，発話の場面として，
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「課題把握」と「課題解決」の段階を取り上げた。これは，「問
題を見いだして解決策を考え」ることが，深い学び方とし
て例示されており（文部科学省，2018a, p. 77），深い学び
を検討する段階として，「課題把握」と「課題解決」の２
つの段階が適切であると考えたためである。

　分析は，以下の手続きで行った。まず，授業の様子をビ
デオに録画し，教師と児童が発話した内容を発話データと
して得た。次に，得られた発話データのうち，特に本時の
目標の達成と関連する場面の発話データを抽出した。これ
らの手続きを経て得られた発話データを検討した。　

　
表１　本時の展開

第５学年（本時７／12）
わたり

第６学年（本時３／７）

☆評価 ○主な学習活動　・児童の反応 ○主な学習活動　・児童の反応 ☆評価

課
題
把
握

○問題を確認し，本時の課題をつか
む。

・1／6 ＋ 3／8 の計算の仕方を説明
しましょう。

・ま ず，分 母 を そ ろ え る た め に
･･･。

・答えが約分できるときは･･･。

○前時を振り返り，適用問題に取り
組む。 定

着
・
適
用
・
発
展分母が異なる分数の計算の仕方を説明しよう。

課
題
追
究

○計算の仕方について考える。
・1／6 の分母と分子にそれぞれ 8，

3／8の分母と分子にそれぞれ6を
かける。

・1／6 の分母と分子にそれぞれ 4，
3／8の分母と分子にそれぞれ3を
かける。

○問題を確認し，本時の課題をつか
む。

・Ａ対Ｂ，Ｃ対Ｄ，…。ばらばらに
考えるとわかりにくいな。

・Ａ対ＢとＢ対Ａは同じだから…。
課
題
把
握組み合わせを落ちや重なりがないように調べる方法を説

明しよう。

○解決の見通しをもつ。
・「並べ方」を考えたときのように，

１つのチームを決めて，順序よく
…。

○どのように調べるとよいのか考え
る。

・樹形図を用いて考える。
・Ａ・ＢとＢ・Ａは同じ試合だから，

＼で消して考える。
・２次元表を書いて対戦に当てはま

る部分に，○を書いて考える。
・対戦を線でつないで考える。

課
題
追
究課

題
解
決

☆異分母の分数の加減
計算の仕方を，単位
分数の意味や分数
の表現に着目して
考 え，説 明 し て い
る。【思】（行動観察，
ノート分析）

○計算の仕方を説明する。
・ぼくは，分母どうしをかけて通分

して計算しました。
・ぼくは，分母が最小公倍数になる

ように通分して計算しました。

○出された考え方の共通点から，計
算の仕方をまとめる。

分母が異なる分数の計算のしかた
・公倍数を見つけて通分する。
・計算する。
・答えが約分できるときは，大きさをわかりやすくする
　ために，分母をできるだけ小さくする。

定
着
・
適
用
・
発
展

☆異分母の分数の加
減計算の仕方を理
解 し，計 算 が で き
る。【知】（行動観察，
ノート分析）

○適用問題に取り組む。 ○どのように考えたのかを説明する。
・わたしは，樹形図を用いて考えた

後，重なりを消しました。
・わたしは，それぞれのチームの対

戦を全て書き出してから，重なり
を消しました。

・ぼくは，２次元表を作って半分だ
け見て，どんな対戦があるか調べ
てました。

・わたしは，４つの点を結んだ線で，
対戦を表しました。

○出された考え方の共通点から，組
み合わせ方の調べ方をまとめる。

☆事象の特徴に着目
し，組み合わせにつ
いて，落ちや重なり
がないように，図や
表を用いて，順序よ
く筋道立てて考え，
調 べ て い る。【思】

（行動観察，ノート
分析）

課
題
解
決

組み合わせ方を調べるときも，並べ方のときとおなじよ
うに図や表に表して順序よく調べるとよい。

振
り
返
り

○学習したことを振り返り，分かっ
たことや気付いたことを発表する。

○学習したことを振り返り，分かっ
たことや気付いたことを発表する。

振
り
返
り
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Ⅳ　結果

１．第５学年

　第５学年の発話記録の結果は，以下の通りであった。
　まず，課題把握段階の発話記録である。
Ｔ：問題についてどのようなことがわかっていますか。
Ｃ１：1/6＋3/8をすることです。
Ｃ２：分母が違います（今までは同分母分数）。
Ｔ：それでは，聞かれていることは何ですか。
Ｃ３：計算の仕方を説明することです。
Ｔ：では，わかっていることと聞かれていることから今日

の課題は，どのようになりそうですか。
Ｃ１：分母が違う分数の計算の仕方を考えよう。
Ｃ３：説明しようとあるので，それを付け加えるとよいと

思います。
Ｃ２：（学習リーダー）それでは，分母が違う分数の計算の

仕方を説明しようでいいですか。
Ｃ１・３：はい。
　次に，課題解決段階の発話記録である。
Ｔ：それでは，Ａさん，説明してもらっていいですか。
Ｃ１：まず，48にするのに，６と８をかけて48。
Ｔ：それは，何をしたのかな。
Ｃ１：分母同士をかけました。
Ｔ：何のために。
Ｃ１：通分するためです。次に，１と８をかけ算して８。

３と６をかけて18にしました。
Ｔ：それは，何をしたの。
Ｃ１：通分したので，分子にも分母と同じ数をかけました。

最後に，（分子の）８と18をたし算して26/48にしました。
Ｔ：なるほど。みなさんも同じですか。
Ｃ２：ほぼ同じです。
Ｔ：ほぼ，ということはＢさんは，どこか違うのですか。
Ｃ２：最後に約分しました。２で約分して，13/24にしま

した。
Ｔ：Ａさん，Ｂさんの考えを聞いてみてどうですか。
Ｃ１：最後に，約分をしていませんでした。Ｂさんのよう

に約分した方がよいと思います。
Ｔ：Ｂさんの考えに納得したのですね。Ｃさんもこの答え

でいいですか。
Ｃ３：答えは同じですが，考え方が違います。
Ｔ：それでは，Ｃさんの考えを前で説明してください。
Ｃ３：まず，この計算をして，１×４＝４で，６×４＝

24。もう１つは，８×３＝24で，３×３＝９になります。
Ｔ：ここまで，わかりますか。６×４と８×３で 24 にし

たのは，何をしたということ。
Ｃ３：分母を通分しました。
Ｔ：じゃあ，ここでは24で通分したということだね。
Ｃ３：はい。その後，分子同士を足して，その答えが，

13/24になりました。
Ｔ：みなさん，今の考え方，わかりますか。Ａさん，今の

考え方を説明してください。
Ｃ１：６×４と１×４で計算して 4/24 にして，８×３と

３×３で計算して 9/24 にします。それをたし算して，
計算すると13/24になります。

Ｔ：分母を24にしたのは，何をしたの。
Ｃ１：通分。
Ｔ：それでは，ここでは通分をしたということだね。
Ｃ１：はい。その計算をして，答えが13/24になりました。
Ｔ：それでは，２つの考え方が出ましたので，これを練り

合っていきたいと思います。今，２つの考え方が出まし
たけど，この２つの考え方の違いはどこですか。

Ｃ２：１つ目の考え方は，約分があります。
Ｔ：なるほど，こっちは約分しているね。他には違いはあ

りますか。
Ｃ３：２つ目だと，２つの手順でできます。
Ｔ：なるほど。こっちは２つの手順だね。どうしてだろうね。
Ｃ３：最初の計算が違います。
Ｔ：何が違うの。
Ｃ３：１つ目は，分母同士をかけて48にしている。
Ｔ：６×８で分母同士をかけたんだね。２つ目は？
Ｃ３：1/6に4/4をかけて，3/8に3/3をかけています。
Ｔ：どうして，4/4や3/3をかけたんだろうね。
Ｃ３：公倍数になるようにするため。
Ｔ：48も公倍数だよね。24は，どんな公倍数なの。
Ｃ３：最小公倍数。
Ｔ：なるほどね。そうすると，違いとしては，１つ目は分

母同士をかけて通分して，２つ目は最小公倍数になるよ
うに通分したんですね。１つ目は，分母同士をかけるの
ですぐにできるけど，その後に約分しないといけない。
２つ目の考え方は，（今回は）約分しなくていいので２つ
の手順で済んだけど最小公倍数を探さないといけない。
みなさん，どっちがやりやすいですか。

Ｃ１：２つ目です。僕は，公倍数を見つけるのは得意だけ
ど，約分するのが苦手だからです。

Ｔ：約分しなくていいからね。Ｃさんはどうですか。
Ｃ３：う～ん。２つ目です。早くできるから。
Ｔ：Ｂさんは，どうですか。
Ｃ２：Ｃさんと同じです。
Ｔ：なるほど。それでは，今日のまとめを考えます。今日

のまとめは，どのようになりますか。
Ｃ１：異なる分数のたし算は，まず通分をします。
Ｃ２：次に，計算します。
Ｃ３：できるときは，さらに約分します。
Ｔ：まとめるとどうなるの。
Ｃ３：異なる分数のたし算は，まず通分をします。次に，

計算をします。最後にできるときは約分をします。
Ｔ：では，ノートにまとめてください。

２．第６学年

　第６学年の発話記録の結果は，以下の通りであった。
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　まず，課題把握段階の発話記録である。
Ｔ：この問題のわかっていることは，何ですか。
Ｃ４：ABCDの４チームで試合をすることです。
Ｃ５：違ったチームと１回ずつ試合をすることです。
Ｔ：同じチームとは駄目なんだね。違うチームとですね。

では，聞かれていることは何ですか。
Ｃ６：違うチームと１回ずつ試合をするとき，どんな対戦

があるか調べること。
Ｔ：なるほど，どんな対戦があるかを調べる。ここで，対

戦について確認しておきたいのですが，Ａ対ＢとＢ対Ａ
は，同じですか。違いますか。

Ｃ７：同じです。
Ｔ：これは，同じ対戦になるのですね。前回まで学習した

のは，並べ方でしたけど，今回のような対戦を組み合わ
せといいます。それでは，今日の課題は，どんな課題に
なりそうですか。

Ｃ６：どんな対戦があるか組み合わせを考えよう。
Ｔ：ただ，これ，Ａ対ＢとＢ対Ａのような重なりがあって

もいいのですか。
Ｃ４：駄目です。
Ｔ：どのような対戦があるか重なりや落ちがあったら困り

ますよね。それでは，課題はどのようになりそうですか。
Ｃ５：どのような対戦があるか落ちや重なりがないように

考え，説明しよう。
　次に，課題解決段階の発話記録である。
Ｔ：それでは，交流します。Ｄさん，お願いします。
Ｃ４：はい。私の考え方は，すべてを書き出していきます。

最後に，かぶった試合を消します。
Ｔ：まず，Ａの試合から順番にすべての試合を書くのです

ね。最後に，重なった試合を斜線で消していくのですね。
Ｃ４：はい。
Ｔ：なるほど。Ｅさんは，どうですか。
Ｃ５：樹形図にして，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを書きました。Ｂや

ＣやＤも書いて求めました。
Ｔ：Ｅさんの言っていること，わかりますか。Ｅさん，全

部，書き出していいのかな。
Ｃ５：（しばらく考えている）
Ｔ：重なりはどうするのかな。例えば，Ａ対ＢやＢ対Ａ。
Ｃ５：その部分はカットする。
Ｔ：カットするって，消すってことだね。Ｅさんが言って

いることわかりますか。Ｄさんの考え方と。
Ｃ４：似ている。
Ｔ：では，他にどうでしょうか。
Ｃ６：私は，こういう表に書いて。
Ｔ：こういう表を２次元表といいます。
Ｃ６：２次元表を使って，○で対戦を表しました。
Ｔ：Ｆさんの考え方はどうですか。何か質問はありますか。
Ｃ７：はい。○がついていない部分はどういう意味ですか。
Ｃ６：○を書いていない空白部分は，重なりを表していま

す。だから，書いていないんです。

Ｔ：Ｄさん，どういう意味ですか。
Ｃ４：えっと。２次元表を使っていて，○がついていると

ころは対戦を表していて，空白は重なりを表している。
Ｔ：なるほど，重なっているから書いていないんだね。と

ころで，こんな考え方もあります。これは，どのように
考えているかわかりますか。

Ｃ４～７：（しばらく考えている）
Ｃ７：はい。この考え方は，（対戦を）辺と対角線で表して

いて。
Ｔ：何と対角線かな。
Ｃ７：辺と対角線。Ａの場合，横に進むとＤと当たって，

下に進むとＢと当たって，対角線上に進むとＣと当たる
ので，そのやりかたで，ＢとかＣも考えていくと全部わ
かる。

Ｔ：Ｇさんの説明は，わかりますか。もう一回，説明して
もらった方がいいですか。

Ｃ５：だいたい。
Ｔ：それでは，だいたいわかったＥさん，説明してもらっ

ていいですか。
Ｃ５：ＡとＢは戦える。辺でつながっているＡとＢは戦え

て，対角線でつながっているＡとＣは戦える。同じとこ
ろは，もう，ＣとＡで同じだから。あと，ＡがＢに線を
書いているけど，ＢからＡは同じだから。

Ｔ：みなさんどうですか。Ｆさん，どういうことでしょう。
Ｃ６：例えば，Ａからだったら，Ａにつながっている対角

線と辺が対戦を表している。つまり，あの辺や対角線に
なっているところだけが対戦になっている。

Ｔ：なるほど。それでは，今日の考え方を練り合っていき
ます。４つの考え方の違いはどんなところですか。

Ｃ４：別な図や表を使っています。
Ｔ：他にはありますか。
Ｃ７：１つ目と２つ目の考え方は，後から書いたものを消

しているけど，３つ目と４つ目は，重なりがないから消
さなくてもいいです。

Ｔ：こっちの２つは消しているんだね。だけど，こっちの
２つは消さなくていいんですね。なるほど。もし，みな
さんが使うとしたら，どの考え方がいいですか。

Ｃ６：２次元表。
Ｔ：Ｅさんは。
Ｃ５：２次元表です。
Ｔ：２次元表が多いですね。２次元表のどんなところがい

いですか。
Ｃ６：少年団で使ったことがあるので，慣れてます。
Ｔ：ああ，少年団で使ったことがあるのですね。他の人も

同じですか。
Ｃ５：はい。
Ｔ：それでは，今度は共通している考え方はどんなところ

がありますか。
Ｃ４：全て図や表を使っている。
Ｔ：他にはどうですか。課題に戻って考えてみましょう。
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どの考え方であっても，落ちや重なりがないようにしな
いといけませんよね。そのために，どんなところがポイ
ントになっていますか。

Ｃ４～７：（考えている）
Ｔ：並べ方のときには，落ちや重なりがないようにどうし

たんでしたっけ？
Ｃ７：図や表に表して，順序よく調べる。
Ｔ：今日の学習では，どうですか。
Ｃ７：順序よく調べています。順番がばらばらだったら，

わけがわからなくなって成立しません。
Ｔ：今回の学習を通してどんなことがいえそうですか。
Ｃ７：図や表に表して順序よく書く。
Ｔ：それでは，まとめを考えてください。
Ｃ４：（学習リーダー）まとめの文はどうするといいですか。
Ｃ５：組み合わせを落ちや重なりがないように考えるには，

図や表を使って順序よく考える。
Ｃ７：組み合わせを考えるときは，並べ方と同じように図

や表に表して，順序よく調べると考えられる。
Ｃ４：（学習リーダー）それでは，まとめは，組み合わせ方

を考えるには，並べ方と同じように図や表にして順序よ
く調べる，でいいですか。それでは，ノートにまとめを
書いてください。

Ⅴ　考察と今後の展望

１．第５学年

　まず，課題把握段階の発話記録を検討した。問題につい
てわかっていること，聞かれていることを明らかにし，既
習事項との違いを整理することで，児童が「分母が違う分
数の計算の仕方を説明しよう（Ｃ２）」という課題を設定す
ることができた。
　次に，課題解決段階の発話記録を検討した。最初に，広
げる対話として，児童が自分自身の考えを説明した。その
中で，「まず，48にするのに，６と８をかけて48。（Ｃ１）」
という分母同士をかけて通分する方法と「まず，この計算
を し て，１×４＝４で，６×４＝ 24。も う１つ は，８×
３＝ 24 で，３×３＝９になります。（Ｃ３）」という分母
の最小公倍数で通分する方法の２つが出された。
　次に，深める対話として，広げた考えを比較し，その違
いを明らかにした。その結果，「僕は，公倍数を見つける
のは得意だけど，約分するのが苦手だからです。（Ｃ１）」，

「早くできるから。（Ｃ３）」（能率性），といった側面から，
自分がどちらの方法を用いるか根拠をもって説明すること
ができた。自分が用いる方法を検討することにより，これ
までの学習経験等と本時における学習内容を結びつける深
い学びにつながったと考えられる。
　最後に，２つの考えの共通点を見出すことで，児童が「異
なる分数のたし算は，まず通分をします。次に，計算をし
ます。最後にできるときは約分をします。（Ｃ３）」として，
課題についてのまとめを自身の言葉で整理できた。

２．第６学年

　まず，課題把握段階の発話記録を検討した。問題につい
てわかっていること，聞かれていることを明らかにし，既
習事項との違いを整理することで，「どのような対戦があ
るか落ちや重なりがないように考え，説明しよう。（Ｃ５）」
という課題を児童が設定することができた。
　次に，課題解決段階の発話記録を検討した。最初に，広
げる対話として，児童が自分たち自身の考えを説明した。
その中では，全ての組み合わせを書き出して重なりを消す
方法，樹形図を用いて組み合わせを書き出して重なりを消
す方法，２次元表を用いて○で組み合わせを表す方法が出
された。出された方法以外に，図を用いて辺と対角線で組
み合わせを表す方法を提示し，どのように考えているのか
を説明させた。
　次に，深める対話として，広げた考えを比較し，その違
いを明らかにした。その後，自分ならどの方法を用いるか
という問いに対して，２次元表を選択した理由について，「少
年団で使ったことがあるので，慣れてます。（Ｃ６）」と説
明することができた。これは，児童がこれまでの経験と本
時の学習内容を結びつけ，深い学びになっていたと考えら
れる。
　次に，４つの考えを比較し，共通点を見出すことで，児
童が課題について「組み合わせ方を考えるには，並べ方と
同じように図や表にして順序よく調べる（Ｃ４）」とまとめ
を自身の言葉で整理できた。必要な部分では，教師が課題
に戻って考えさせたり，既習事項とのつながりの確認を行っ
たりした。

３．全体的考察と今後の課題

　本研究の成果として，以下の２点が確認できた。
　１点目は，児童が問題から課題把握を行うことができた
ことである。
　これは，深い学びの要素として整理した深い学び方，深
い関与の２点が，問題から児童自身の言葉で課題の発見・
設定できることにつながったと考えることができる。深い
学び方として，算数の問題発見・解決の過程を明確にし，
授業の導入に課題把握の段階を位置づけた。また，深い関
与として，課題把握の段階では，ARCSモデルのうち「注
意（Attention）」，「関連性（Relevance）」を意図し，わかっ
ていること，聞かれていることを明らかにし，既習事項と
の違いを整理した。これらによって，２つの学年とも問題
から児童自身の言葉で課題把握ができ，何に取り組むのか
を明確にすることができた。
　２点目は，課題解決の段階において，児童が課題につい
てのまとめを自身の言葉で整理できたことである。
　本時においては，課題解決の段階に広げる対話と深める
対話を位置づけた。
　まず，広げる対話では，それぞれが考えた方法を説明し，
多様な考え方を理解することを目的とした。これは，松下

（2015，p. 15）が示す事実的知識を複数理解していくこと
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を目的としている．
　次に，深める対話では，最初に，考えの違いを交流し，
何が異なるのか明確にした。その後，自分ならどの方法が
よいかを問うことで，概念を既有の知識や経験に関連付け
ることを意図した。
　例えば，５年生では，「公倍数を見つけるのは得意だけ
ど，約分するのは苦手（Ｃ１）」，「早くできるから。（Ｃ３）」，
６年生では，「（２次元表を）少年団で使ったことがあるので，
慣れています。（Ｃ６）」など，学習内容を既有の知識や経
験と関連付けた。これによって，児童自身と解決方法がつ
ながり，本研究で意図した深い理解につながったと考えら
れる。
　最後に，出された考えを比較し，共通点を確認した。共
通点を確認することで，第５学年の学習内容では，通分・
計算・約分という手順は共通であること，第６学年の学習
内容では落ちや重なりを防ぐために図や表を用いて順序よ
く調べているという考え方は共通であるということを明確
にした。これは，松下（2015，p. 15）が示すより深いレベ
ルの理解である転移可能な概念や複雑なプロセス，最も深
いレベルの理解である原理と一般化を図ることを目的とし
ている。この部分が本時の学習課題についてのまとめにあ
たり，本時で求めた深い理解が具現化された場面であった。
　以上の２点から，本研究で構想した授業は，深い学びの
具現化に一定程度つながったと考えられる。一方，今後の
課題として，本研究の結果に関して，さらに多くの検証を
重ねていく必要性が挙げられる。本研究の限界として，対
象児童が第５学年３名，第６学年４名であったこと，対象
を特定の単元の１時間としたことが挙げられる。今後，対
象児童，単元を拡大しつつ，多くの事例を提示していくこ
とが求められる。
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